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端山好和

環太平洋深成作用研究集会報告

(その3)エクスカｰションｰ領家帯

(東京農業大学)･山

環太平洋地域深成作用研究計画に基づく第7回集会が

1977年8月下旬日本で開催されたことは本誌282号に

紹介された通りである.この集会のハイライトはなん

といっても8月20目から26目までの1週間領家帯･濃

飛流紋岩地域･飛騨帯を横断しでおこなわれたエクスカ

ｰションである.エクスカｰション後富山大学でおこ

なわれたシンポジウムについては別の紹介(本誌285

場)があるのでここでは割愛する.

国外からの参加者16名に夫人4人.国内からの参加

者41名.国外からの参加者は8月18日夜名古屋のプラ

ザ･ホテルに集合8月19目には地質調査所名古屋出張
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田哲雄(信州大学)

所の会議室でオリエンテｰションをおこなった.l11

本の地質全般にわたって野沢が領家帯を端山濃飛流

紋岩を山岡(直)飛騨帯を野沢が紹介した.特に質問

が活発であったということはなかったがさすが中央構

造線は大変関心を呼んだようで特に地震活動について

σ)質問がいくつかなされた､ベイトマン博士はカリフ

ォノレニアに住む関係かサン･アンドレアス断層との関

係で興味をいだいたようであった.

8月20目.快晴.9時半名古屋を出発.60名を

こす大都隊の移動であるから大型バスでも荷物といっ

しょではとても無理.岐阜大学の小型トラックと岡山

大学のジｰプで荷物をはこんだ.

本同のお目当ては長野県駒ガ根市東部の領家変成岩地

域である.ここでは変成岩は比較的低変成度のとこ

ろから最高変成度のところまで連続的に発達している･

第1図はこの地域の地質図と観察地点を示す.もちろ

ん時間の制約があるので連続的にみて歩くことはでき

ない.変成瑞ではいちばん変成度の低いところと高

いところを選んだ.前者は宮田東方の天竜川沿いのと

ころ通称猿若とよばれるところである(第1図の地点A

9).変成度のいちばん高いところとしては駒ガ根市

中沢区の新官川沿いの片麻岩地域である.ちょうど道

路工事中で露出が最高によかったからである(第1図の地

一点A14に近いところ).この変成岩地域ではつぎのよう

に累進変成分帯がなされている.黒雲母帯･董青石帯

写真1バスに乗りこむベイトマン博士夫妻(名古屋プラザ･

ホテル前で)手前は宿泊関係を担当した牧本博氏�
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･第1珪線石帯･第2珪線石帯である.最初の地点は

黒雲母帯の高温部にあとの地点は第2珪線石帯の中に

位置している.

最初の地点では変成岩といってもみかけ上なんの変

哲も放い粘板岩様のものでほとんど議論はなかった.

ただこの変成岩中には紅柱石の斑状変晶の発達した雲

母片岩が薄層として産するのでそのサンプリングに皆

さん精をだしていたようである.

名古屋から中央高速を快走したが駒ガ根まではそれ

でも2時間を要した.だから第1露頭ですでに空腹

を訴えてもはずかしくない時間となった.名古屋駅か

らはこんだ“駅弁"は意外と評判がよく案内者一同ホ

ッとした.外国旅行で食い物が気にいら粗いことほど

憂うつなことはないからだ.

この第1露頭への途中ひとつのトラブルに遭遇した.

水固と人家の間を縫う狭い道路は大型バスには不向きで

神技ともいえるハンドルさばきも遂に通用しないカｰブ

にゅきあたったのである.われわれは歩くほかなかっ

た･ちょうど1年前このバスに乗っている外国人参

加者の何人かとオ』ストラリアの花南岩をみてまわった

ことがある.気付いたらバスは道路をはなれてブッシ

写真2

ピッチャｰ教授夫妻(中央高遠道駒ガ根サｰビス･

エリアで)リバプｰル大学教授で1コンドン地質

学会長.

Controlo壬Meta血｡τphism(OLIY醐&B0YD,

1965)の著者である.

ユの原野を疾走していた.聞けば丘の向うにいるカン

ガルｰの群をこれから追いかけるのだという.気楽校

話だと思った.われわれの道路は2回も下見をしオ

マワリさんも大丈夫と太鼓判をおした道路でなおこの有

様である｡カンガルｰを追いまわした気楽た巡検を思

って汗を拭いた.

写真3

ロディック夫妻とハッチソン博士(右).

共にカナダ地質調査所.ロディック

夫人は日本人2世.ハッチソン博士

はI.U.G.S.のSecretaryGeneエa1.

写真4

シルバｰ教授夫妻(カリフォルニア工

業大学Pasadena).大きな標本を

多量にとり3人の｡peratorを使っ

て精力的に分析するので有名.もう

日本からもちかえった標本についても

isOtope･化学分析など終っているので

はないか.

写真5

案内者たちとクラスニｰ教授(ソ連科学アカデミｰ･コレス

ポンデングメンドｰ)(左端)

写真δ猿若(A9)での露頭説鞘中.�
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写真7片麻岩の露頭(A14)で手前のヒゲの人はチリのアクイレ博士.

現在リバブｰノレ大学.その後にタイ地質調査所のナパドン氏

みなかた

つぎの露頭(A12)は南向花陶岩である.これは

中部地方の領家帯で伊奈川花開岩についで広い分布をす

る天竜峡花商岩体の北縁部をしめるひとつの岩相で片

麻状構造の著しいものである.露頭の前に立った途端

にベイトマン博士が｢これは片麻岩だ｣とさけんだ.

私は｢片麻状花嵩岩だ｣といいはったのだがピッチャ

ｰ教授もホワイト教授(オｰストラリアラ･トロｰブ

大学)もハッチソン博士もみんな異口同音に片麻岩だと

いう.

私はこのとき20年ほど前のことを思いおこしていた.

私がまだ東大にいる頃の話である.世の中は花開岩化

作用があるかどうかでわいていた頃である.当時阿武

隈山地を歩いていた学生が片麻状構造の全くみられない

花商岩をもってきて｢これならアメリカ人も火成岩だ

というだろう｣といったら都城さんが｢それでもわか

らんよ｣といった話がある.

私はこの地点以後は｢私の花筒岩｣｢あなた方の片

麻岩｣といういい方をしなければならず大変面倒な想

写真9片麻岩のサンプリング中の延世大学李大聾教授.東北

大で学位をとられた人で日本語は日本人顔負け.

いをした.

写真8片麻岩の露頭の前でピッチャｰ教授の花筒岩説を拝

聴中.きき手:端山のほかホワイト教授ノ･ツ

チソン博士シルバｰ教授票固吉益氏アクイレ

博士.

いよいよ3番目が珪線石片麻岩の露頭(A14)である.

先にものべたように道路工事中で露頭は素晴らしくよか

った.こんどはピッチャｰ教授がさけんだ.｢これ

は花廟号だ｣と.私が花闇岩だといえば片麻岩だとい

うし片麻岩だといえば花陶岩だという.しかしも

う私は驚か恋かった.第2珪線石帯の片麻岩はいっぱ

んにきわめて粗粒である.この石についてはこんなエ

ピソｰドがある.私が10数年前この付近を調査してい

る頃周辺地域を歩いていた仲間が私のフィｰルドヘや

ってきた.南からきた仲間は花開岩をみながら北上し

て私のフィｰルドの南縁でくだんの片麻岩にぶつかっ

たのだ.日暮れどきであったのか花筒岩をみなれた

彼の目には閃緑岩にうつったらしい.しばしば粗粒塊

状でそのような恋かに片麻状構造の発達した岩塊(大

きさ通例数Cm径)が含まれかつその方向が不規則で

ある.

ピッチャｰ教授はこのようなものをみて粗粒塊状の

部分は変成時液相であつだろうと主張した.つまり片

麻岩相の部分は花筒砦中にとりのこされたゴｰストであ

るというのだ栂､たちもかつてフィｰノレド名として

“花開岩化された片麻岩"とよんだことがあるが最終

的には私は多分堆積構造だろうと考えたものでいまで

もピッチャｰ教授に全面的に賛成しているわげでは恋い.

その漉由はつぎのようなものである.

領家変成岩において紐柱石を伴う岩石は例外なくア

ルミナ含有量21ト2秘に達する.そしてこのような

岩石はもっと変成度の低いところでみる限り普通の

泥質岩や砂質岩中にレンズないし薄層として産する.

第2珪線石帯のゴｰスト状片麻岩塊はしばしば紅柱石�
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(現在大体において珪線石になっているが必ず部分的

に紅柱石を残し珪線石は紅柱石の転移したものである)

を含み本来アルミナに富む部分であったろう.それ

に対しピッチャｰ教授が液相だったとした部分はごく

普通の泥質岩起源である.

しかしエクスカ』ションにおいてこのような議論

を活発に展開するには私の英会話能力はいささかお粗

末にすぎたようである.

ひじ

最後の露頭(A16)は非持花筒岩である.当然のこ

とながら露頭の前でこんどはハッチソン博士カミ｢角閃石

片麻岩だ｣と私の方をみてにやにやしながら叫んだ.

この露頭では話がはずんだようである.いくつかの塊

カミできあるところではピッチャｰ教授の禿頭を中心に

ほかでは精偉なシルバｰ教授の赤ら顔をかこんでいた.

私はホワイト教授･プライス博士(ともにラ･トロｰブ

大)となにやら論じ意見の一致をみたらしい.とい

うのは握手をした記憶があるからだ.しかし内容は

すべて忘れてしまった.

南向や芽持花嵩岩が片麻岩だといわれても目くじらを

立てるほどのことはない.私もこれらは火成避大型だ

とは思っていないからだ.多分混成遊大型の花陶岩で

あろう.しかし原地性の片麻岩でないことは地質

図をつくった者には明瞭である.

最近目本でも新しいタイプの地質屋と古いタイプの地

質屋が話題と渋るようだ.サンプルをとってきて大量

の分析をするタイプと擦猛に山を歩くタイプだ.この

ことは外国でもいえそうである.ピッチャｰ教授やベ

イトヤン博士は露頭で石をなめるようにして観察し組

織や構造から形成史をよみとろうとするのに対しシル

バｰ教授は大き祖ハンマｰで大きなサンブノレを大量にと

リ研究室ではオペレｰタｰ3人を使って分析するのだ

そうである.

こうして第1目目は無事暮れた･そしてこの夜

の酒はうまかった.翌日ホワイト教授から｢今日は

リラックスしているのでは狂いか｣とからかわれたが

それは本当であった.

かしお

次は山田(哲)氏の番である.しかし翌21目鹿塩

ミロナイトの崖で私をまきこんだノ･プニングにふれてお

こう.ミロナイトの縞状構造とミワニチゼｰションの

方向は斜交していると全くの勘違いで口はしってし

まったがシルバ｣ホワイトハッテソンの3人が急

にさわぎだして私を連れてミロナイトの崩れやすい急

崖目ざしてかけだしたのだ.露頭にたどりついたとき

私は口がきけ匁かった.シノレバｰ教授いわく.｢お

前はタバコを吸うからこんなとき弱いんだ｣と･こ

のあと韓国で私は風邪をひいた.このときシルバ

ｰ教授はまたタバコをやめろといって薬をくれた.ど

うせ美味くないのでしばらくやめてみたがその禁煙は

いまもつ･づいている.

(文責:端山好和)

8月21目.夫人たちを松本見物においだしての身

軽な小渋川のル]トである.私たちは8時半飯田のシ

ルク･ホテルをあとにした.

小渋川ノレｰトは私が調査を終ってかれこれ20年になる.

その間昭和36年には大洪水で露頭はすっかり変ってし

まったし小渋ダムに昔の露頭は水没しつけかえ道路

に沿ってみもしらぬ新しい露頭が随所に出現した.見

学地点は2回の予察できめたがなおファミリアでない

という不安がつきまとった.昔おんぼろバスに揺ら

れ腸捻転を心配したがらかよった頃は露頭の様子は

!0年も20年も変らなかった.しかし鋪装されたつけ

かえ道路をとおって文化の香りがかよいはじめると

露頭は年々変わる.その上直前になって道路工事が

はじまり予定路線は全面交通どめとなってしまった.

写鄭0大ハンマｰをひとりじめにするシルバｰ教緩.

写真11露頭を帥こ議論のつきないピッチャｰ教授､�
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第2図小渋川流域の地質図と見学地点(A2A4A5A8)

工事事務所の好意でCPPP関係の車だけは通してくれ

ることになったカミ現場に到着したときまだ工事関係

者が不在で私たちが道路の穴埋めを手伝うノ･プニング

まであった.

こんなわけで予定の地点を大幅に減らさざるを得な

くなり参加者に思わぬ迷惑をかけてしまった.

第1地点は生田花開岩である(第2図の地点A2).領

家帯では古期に属するがしかし天竜峡や非持花開岩

よりは後期のもので特殊な場所を除くと

塊状である.このポイントでは岩石はか

ならずしも主岩相を代表していないし橋の

たもとでしかも小さい滝がかかり良好な

ポイントとはいえないが岩石が新鮮である

のでサンプリングだけの目的でとまったの

だが花商岩中の断層角礫をみてピッチャ

ｰ教授にこれがintrusivebrecciaではない

かとねばられてあまり自信のないこれから

の露頭のことを思い暗い気持になった.

つぎの地点は松陰橋から桶谷橋までの小渋

川左岸の崩れた工事用付替道路(A5～A6)

である.角閃石一黒雲母片麻岩と南向片麻

状花開岩および愛輝緑岩が複雑にからみあっ

ている.全体が長い列になってしまい案

内などしようがなくなったのでかえって気

楽であった.そしていくつもの塊ができて

適当な議論がなされたようである.地質屋

にとって露頭はその真実をかたりかけてくれ

る筈なのである.ベイトマン博士とピッチ

ャｰ教授は｢こうやって歩き校がらみる方

カミ地質屋向きなんだ｣と案内者をなぐさめて

くれた.

前日みた南向花開岩は片麻岩だという意見が多かった.

今日はそれに角閃石一黒雲母片麻岩が密接に伴ってい

る.そこで｢片麻状花商岩と片麻岩を一括して片麻

岩コンプレックスとして扱わないのか｣という議論がむ

しかえされた.この花南岩は原地性の花南岩化の産物

ではなく明らかに変成岩に貫入しているものであり

角閃石一黒雲母片麻岩はもっと深いところに起源をもつ

ものだと説明したとたんにピッチャｰ教授から｢それ

は先カンブリア紀の基盤岩だ｣とたたみかけられた.

写真12免閃石一黒雲母片麻岩の説明中.

写真13ピッチャｰ教授とサンカレで議論する案内者.

一ム博士村上允某氏.

間の人はサナ�



一37o

これらの議論を通じてピッチャｰ教授らは南向花筒場

や非持花筒耕は古い基盤若の可動したものだという解釈

をしているらしいという強い心証をえた.

前日予定されていた非持花陶岩からポｰフィ目イド

様ミロナイトヘの移り変りは時間がなく見れなかったし

この〕も鹿塩帯との境界付近は道路事情が悪く割愛し

た.そしてホｰフイロイド様ミはナイトの石切場(地

点A8)でミロナイトの構造岩石学について一卜分議論

してもらった･その一部はすでに紹介したがここで

も主役はピッチャｰ教授であった.｢私はこの構造か

ら変形吏をこう読みとったがこれでよいか｣と賛成

するまでまさに檸猛につぎからつぎへと露頭を赦め

させられるのである.そしてやっとのことで同調ナ

ると片目をつむ一,てウインクし握手の手をさしのば

すのであった一閉口もしたが反面いままであっさ

り見過ごしていた事実に気づいたことも多く教えr,れ

たエクスカ』ションであったとたつかしく思いおこし

放がらこの記事をしたためている.

こんなしだいだからミ回十イドの形成吏についての

私たちの説明は俄然議論を呼んだ｡ミロナイトの縞状

構造は非持花崩岩の縞状構造がそのまま残されたもので

あり変形運動はプロトクラスティックなものだと説明

したがピッチャｰ教授は納得しなかった.彼はそん

柱単純なものではなく3回の変形運動を識別できると

いい張った.

大河原の街で小休止をした.食料品店に各自はいっ

て飲みものや食べものを求めたが棚に訪んだウィスキ

ｰをみて英語の酒談義が始ま･･た｡地質屋は万国共

#郷葵ユ至

写真15中央構造線の露頭を前にして断層の左側は結晶片岩右側

はミロナイト.

通酒好きの癖があるんだとひとりひそかに微笑んだ.

最後は中央構造線の見学である.また大型バスがゆ

きづまってジｰプと乗用車でピストン輸送をして目

的を達した｡ミロナイトと三波川結晶片岩の間の断層

の露頭でまぎれもなく中央構造線であるが新しく動

いた実にチャチ柱断層である.これが九州まで続くの

かといぶかる声もきかれたが大断層とはえてしてこん

枝ものと思っている.新しい動きについていくつかの

質問があったが中部地方でのネオテクトニクスの解析

は進んでいないので面目本全体としての一般論で答え.

るほかなかった.

夕食後シルク･ホテノレで領家帯と中央構造線につ

いての討論会が李大聲博士の司会でおこ衣われた.討

論の中心は非持花嗣岩や南向花嗣岩の成因にまつわる

領家帯の形成吏であった.そして領家帯の花陶岩は

白亜紀のものだけではなく古生代のものや先カンブリ

ア紀のものもどこかにあるのではないかという議論のあ

ったことが強く記憶に残っている.

私はCPPPの全目程終了後ベイトマン博士とシ

ルバｰ教授に乞はれて黒田氏と阿武隈山地を案内した.

そのときのエピソｰドを紹介してぺ'ンをおくことにしよ

う.阿武隈エクスカ]ションだから当然のことながら

彼らは都城氏の変成帯の教科書をもちかつよく読んで

きたようである･そしてこの本には日本の変成帯

が公平に紹介志れていないと不満を表明していた.も

ちろん著者の取捨選択がある程度たされるのは当然だ

がこれはひどいという意味の批判をしていたが戦中

派は不幸な∵だわ姜}世代｣かと自らも反省したもの

である.(文責:山田哲雑)

(つづく)�


